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＜巻頭言＞ 

「教会が教会らしく」 

牧師 渡真利彦文 

今週から来週にかけて様々なイベン
ト・集いが開催される。一昨日には結婚
10周年記念コンサート、信徒クラス。昨
日（31日）には愛星幼稚園年長クラスが
嘉手納探検 10 キロ歩行にチャレンジ、
岩淵まことオンラインライブコンサー
ト。本日礼拝後、定例役員会、信徒クラ
スが行われる。11月 3日には連盟年次総
会がある。一つ一つの集いは神のみ手に
ある。 

宣教とは、「イエス・キリストの福音を
伝え、キリストの教会を建てあげ、神の
国に生きること」である。コロナ禍でも
その本質は変わらない。「いのちのこと
ば」9 月号に掲載された「教会が教会ら
しく！」（改革派神学校・吉田隆校長）を
3点紹介したい。 

１）キリストの教会は、集まるのも愛の
ためなら、集まらないのも愛のためであ
る。 

２）物理的な距離は保ち、社会的な教理
は縮める。私たちは、あらゆる人との“距
離を縮める”ことで、「平和をつくる者」
（マタイ５：９）として世に遣わされて
いる。 

３）判断が分かれるところで皆が納得す
る道を探ることが賢明である。しかし、
教会が立ちもし倒れもする、神のみ言葉
に聴く姿勢を最終的には失ってはいけな
い。 

 多様化と孤立、格差の時代に確信を持
って福音を語るか、が問われている。心
身の事情で集まれない人、仕事や遠距離
のため集うことが難しい人、教会難民と
言われるような人、求道者や興味を持つ
人などに福音を届けることを目指したい
と思う。 
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前 奏   

頌 栄    ５４０ 会 衆 

主の祈り  会 衆 

プレイズ 

     

「真昼のように」 

「土の器」 

会 衆 

聖書朗読 使徒言行録 17：23 

祈 祷  （新約聖書Ｐ248） 司 会 

賛 美 新生１４ 会 衆 

メッセージ 「アレオパゴスの説教」 

祈 祷   

賛 美    ４５３ 会 衆 

聖 餐 式  

  

献 金  

報 告  司 会 

頌 栄  新生６７２ｂ 会 衆 

祝 祷  牧 師 

   
♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～ 
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聖 書：士師記６章（旧約聖書ｐ380） 

ﾒｯｾｰｼﾞ:「ギデオンの恐れ、信仰」             

ﾌﾟﾚｲｽ：「主の教えを喜びとし」 

「目を上げよ」 

賛 美：新生５８６ 新生４３７         
 

♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～   

ファミリｰ礼拝 
メッセージ：渡真利彦文牧師  
聖 書：コヘレトの言葉 8：8-17 
ﾒ ｯ ｾ ｰ ｼ ﾞ：「なお、そこで生きる」                


